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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ． 創意工夫による省エネルギー等により二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ． 廃棄物の発生抑制につとめ、建設副産物のリサイクル率の向上に努めます。

４ ． 適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ． 塗料や接着剤など適正管理に努めます。

６ ． 環境に配慮した工事に努めます。

７ ． 環境保全について立案し行動します。

８ ． 地域の環境活動に積極的に参加します。

制定日： 2021年7月1日

環境経営方針

　株式会社ティーエス工業は、マンション等の大規模修繕工事を主とした様々なご要望に精一杯
お応えしてきました。本業である建設工事事業を通じて、地球温暖化防止に挑戦し適応する取り
組みや地域の環境活動に自主的・積極的・継続的に取り組みためエコアクション21を構築し運用
してまいります。常日ごろの取り組みを環境経営活動レポートに取りまとめました。皆様のご賢察
をお願いいたします。

代表取締役社長

　　　　　　　　　　　　

株式会社ティーエス工業では、管理から施工までを行うことにより、細かなご要望

に応えることができます。また、有資格者が所属しており、大規模修繕工事を主と

した様々な事にも、臨機応変に対応してきました。大切な暮らしを守るため、人々

が安心して笑顔で暮らせる社会づくりを目指しています。本業である事業を通じて、

地球温暖化への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組み、末永く

皆様に寄り添い、社員一同一丸となり安心と笑顔、環境を育んでまいります。
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社ティーエス工業
代表取締役社長　眞田　剛

（２） 所在地
本　　　社 大阪府大阪市生野区勝山北4丁目1番25号
大阪営業所 大阪府大阪市生野区勝山北3丁目13番25号WD勝山ビル4F
倉庫 大阪府大阪市生野区勝山北4丁目1番25号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 代表取締役社長　　眞田剛 TEL：080-4824-0880
担当者 工事部 酒井　晋伍 TEL：080-3840-9676

（４） 事業内容
一般建築業

（５） 事業の規模
法人設立 年
資本金 万円
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 7 月 1 日 ～ 6 月 # 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社ティーエス工業
対象事業所： 大阪営業所

倉庫
対象外： なし
活動： 建設業（塗装）

□事業や製品（商品）の紹介

198 165
13

2020
500

49,300
本　　　社 大阪営業所 倉庫

12 1
132

合計

2021年12月25日

495
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

 環境管理責任者

環境事務局

・ 環境経営方針の策定・見直し
・ 必要な経営資源を準備
・ 全体の評価と見直し
・ 環境経営計画書承認及び環境経営レポートの承認
・ 環境経営システムの構築、実施、管理
・ 環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・ 環境経営計画書承認及び環境経営レポートの確認
・ 環境活動の取組結果を代表者へ報告
・ 緊急事態対応試行訓練の実施・記録
・ 環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・ 環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・ 環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・ 環境活動の実施集計
・ 環境関連法規等の取りまとめ表の作成及び最新版の管理
・ 環境関連法規等の取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・ 環境経営レポートの作成、公開
・ 自部門における環境経営方針の周知
・ 自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・ 自部門に関する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・ 自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・ 自部門の問題点の発見、是正、予防措置の実施
・ 環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
・ 決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動への参加

環境委員会

環境事務局

各部署の職長

全従業員

環境管理責任者
（定例会で審議する）

代表者（社長）

役割・責任・権限

2021年12月25日

事務部 営業部 工事部 工事現場
大阪営業

支店

全従業員

倉庫
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□主な環境負荷の実績

単位
kg-CO2

ｋｇ
トン

㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　
※負荷の実績は工事現場使用電力量を含む

□環境経営目標及びその実績

(営業所使用分））

○

○

□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年

×

〇

〇
109

基準年度比

1,316 1,303 1,390
（基準値)

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

1,264
×

0.318

　産業廃棄物排出量 0

2023年

68

取組結果とその評価

基準年度比

2022年

1,250
基準年度比 99% 106% 96% 95%

kg-CO2

2020年 2021年

二酸化炭素総排出量 18,415

総排水量

　一般廃棄物排出量 117 89

76 68

0

20,914

項　目 2020年 2021年

廃棄物排出量

97% 76% 93%

自動車燃料による二酸化
炭素削減

kg-CO2 17,098 16,585 17,289 16,585
基準年度比 97% 101% 97%

×

18,415 17,888 18,679

一般廃棄物の削減
kg 117 113 89

265 344 343 225372 327

○

305 521116 306

・現場作業にはLED灯を使用する

㎥ 76

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

数値目標

90%

405 321
511

溶剤使用量削減（あるい
は適正管理）

取り組み計画

kg-CO2

12月11月10月9月8月7月

達成状況

kg 22,026

（目標）

原単位 kg-CO2/千円 0.007 0.007 0.003

70

17,849

210

20,264

原単位目標

279

・作業・業務の見直しによる効率化

90%

水道水の削減
68

99% 89%

上記二酸化炭素排出量合計

21,806 21,964
基準年度比 99%

環境に配慮した工事の推
進

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

533

×

×

335
708

（目標）

2月

519414

不要照明の消灯等を行ったが、受注量が多く稼働日数が増え未
達成になった。さらに消灯の励行を行い、使用電力の削減をす
る。

5月4月3月

100%

321 215 199

92%

92%
19,823

90%

1月

254

6月

75

行動目標（次項による）

・不要照明の消灯 ○
・働き方見直しによる残業時間の短縮

○

△

○

96%

0.006 0.006

（実績） （目標）
評
価

17,665

16,414

105

電力による二酸化炭素削

0

200

400

600

800

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

電力（kWh） 2020年 2021年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

水道水の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

溶剤使用量削減（あるいは適正管理）

環境に配慮した工事の推進

課題を解決しチャンスを活かす取組

・自動水栓取り付け ×

・技術の継承

達成状況

・廃棄物の再資源化の推進

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○

・有害性物質の表示の徹底 ○

○

・作業ミスの防止 ○
・顧客クレーム削減

原因を調査・分析して最適な解決策を立案し、実行に移す。
・企業PRによる顧客獲得 △
・事業拡大のための資金調達、人材確保 ○

7月 8月

・持込ごみの見直し ○

達成状況

・新製品・商品開発 △
・働き方改革 △

○

7月 8月

・アイドリングストップ

620612

全車がハイブリット車でないのでハイブリット車の変更または、燃
費重視の車を使用する。

数値目標 ×

・梱包材の再利用 ○

10 10 10 10 10

・帳票見直しによる印刷物の削減 ○

9月

数値目標 〇

9 9 99

10月

数値目標 ×

・トイレに擬音装置取り付け ○

達成状況

数値目標 〇

・節水弁取り付け ○

・分別の徹底 ○

・作業ミスによる使用量増加の抑制 ○
・発注量の適正化 ○

・工事の効率化 ○

・在庫管理による不良在庫の削減 ○

2月 3月 4月 5月 6月

・効率的なルートを走行

10月

・ハイブリット車の使用 △

610 605 605 600

9

12月
10

取組結果とその評価、次年度の取組内容

11月

大量印刷を行う際の印刷ミスの防止を徹底する。

6月

620 640622 603 615

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

635 625

11月

625
635

9月

620 615

12月
600

○

1月
623610 615 620 622 625

99 0 8 10

4月 5月2月 3月

9
9

1月 2月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

6月

節水を行う上で、さらなる節水を見越して、蛇口に節水用アタッチ
メントの取付を実施する。

8
9

1月
10 10 9 9

4月 5月
8 5 4

3月
6 5 6

12月
7

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

取組結果とその評価、次年度の取組内容

5 5 6 6 7 5 7

達成状況

○

6

○

環境に配慮されている材料の使用を推進する。
取組結果とその評価、次年度の取組内容

在庫管理・発注量管理・作業使用料等の要不要、増減の把握、
管理適正在庫化を徹底する。

6 8 7 7

7月 8月
7

11月
76 8 7

9月 10月

580

590

600

610

620

630

640

650

7月 8月 9月 10月 11月 12月 2月 3月 4月 5月 6月

ガソリン(L) 2020年 2021年

0

5

10

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

水道水（㎥） 2020年 2021年

0

5

10

15

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

一般廃棄物（kg） 2020年 2021年

7



□取り組みの紹介

＜大阪営業所＞

・提示物による社員の意識付け ・コピー用紙　グリーン商品購入

・地域の環境活動（アースピース）

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

振動規制法 特定施設の事前届け出、指定地域における環境基準の遵守
騒音規制法 特定施設の事前届け出、指定地域における環境基準の遵守
労働安全衛生法 SDS記載事項による労働環境の確保

□外部からの環境上の苦情・要望等 確認日：
　創業以来、外部からの苦情等はありません。

□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性☑ あり □ なし

■実施状況の様子

□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

環境経営方針 □ 変更なし ☑ 変更あり ※環境経営理念の文言を見直しました

環境経営目標・計画□ 変更なし ☑ 変更あり ※今回の取組は通年なので目標値は通年です。

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

今後、取組をどんどん紹介できるようにがんばります。

環境保全・保護への取り組みを実施してきたが、車燃料使用量等はその年の工事内容
や場所によって異なってくる為改善する事が中々難しいが、改めて社員全員で話し合い、
今年度達成出来たテーマは引き続き、出来なかったテーマは今後の目標達成に向けて
取り組み環境マネジメントシステムは変更せずに継続し今後の活動を工夫する。

2022年7月25日

　環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

顧客要求事項 環境管理、品質管理　
業務用空調機の簡易点検

危険物の保管

フロン排出抑制法

消防法（危険物）

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出

適用される法規制

全従業員
2022年12月20日 営業所、倉庫

・通報訓練、消火訓練、避難訓練
避難の際は慌てず身の安全を確保し、避難後

に逃げ遅れがないか人数確認を行う

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

廃棄物処理法

2022年1月20日
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